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町
民
町
民
のの
声声
をを
町
政
町
政
にに

町政をただす
　一般質問とは、議員が役

場の仕事について、町長の

考えや意見を求め、事柄を

ただしたり、議員や町民の

意見などを述べることをい

います。議員１人の持ち時

間は 75 分に定めており、

議会だよりでは、このやり

とりを要約して報告してい

ます。

　今議会では、９人の議員

が一般質問を行ないました。

議　員　名

議　案　名

審議議案と議員の賛否

※議長は賛否同数のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対）

総合振興計画条例制定

議会の議員その他非常勤の職員の
公務災害補償等に関する条例の一
部改正

税条例の一部改正

都市計画税条例の一部改正

スポーツ振興審議会条例及び小川
町特別職の職員で非常勤のものの
報酬及び費用弁償に関する条例の
一部改正

小川町民会館の指定管理者の指定

埼玉伝統工芸会館の指定管理者の
指定

小川町和紙体験学習センターの指
定管理者の指定

小川町仙元山見晴らしの丘公園の
指定管理者の指定

八和田学童クラブの指定管理者の
指定

彩の国さいたま人づくり広域連合を
組織する地方公共団体の数の減少

埼玉県後期高齢者医療広域連合を
組織する地方公共団体の数の減少

平成 23 年度一般会計補正予算（第
３号）

平成 23 年度国民健康保険特別会
計（事業勘定）補正予算（第２号）

平成 23 年度後期高齢者医療特別
会計補正予算（第２号）

子宮頸がん等ワクチン接種緊急促
進事業について、早期に国の制度
確立を求める意見書の提出

「社会保障・税一体改革成案」に
反対し、社会保障の充実・改善を
求める請願

無年金・低年金者への基礎年金国
庫負担分 3.3 万円の支給を求める
請願

年金受給資格期間の 10 年への短
縮を求める請願

審
議
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果
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

◇国民への負担増をあらたに強いる「社会保障・税一体改革成案」に
反対し、社会保障の充実・改善を求める意見書の提出を求める請願

◇無年金・低年金者への基礎年金国庫負担分3.3万円の支給を求める請願

◇年金受給資格期間の 10 年への短縮を求める意見書の提出を求める
請願

請願者 全日本年金者組合　東松山支部　東松山市松葉町２-15-17
 支部長　欠川美二

審査結果　３件とも厚生文教常任委員会に付託され、委員長報告は

　　　　　「不採択」でした。本会議での審議も、３件とも「不採択」

　　　　　となりました。
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西
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比
企
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の
合
併
の
検
討

これからの小川町はどうなるのかな？

静岡県地震防災センターでのHUGの研修風景

各
行
政
区
の
課
題
の
解
決

自
主
防
災
組
織
の
拡
充
・
充
実

質
問

行
政
区
の
課
題
の

集
約
・
解
決
に
向

け
て
の
検
討
委
員
会
設
置

は
。答

弁
政
策
推
進
課
長　

各
部
署
が
実
施
す

る
事
業
に
対
し
、
行
政
区
の

皆
さ
ん
に
は
多
大
な
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
自
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が
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せ
ん
。
今
後
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い

き
た
い
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％
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と
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問

平
成
22
年
国
勢
調

査
で
、
当
町
の
人

口
増
減
率
は
マ
イ
ナ
ス
７
％
。

東
秩
父
村
・
小
鹿
野
町
に
続

く
下
か
ら
３
番
目
の
結
果
で

あ
っ
た
。
ホ
ン
ダ
寄
居
工
場

が
平
成
25
年
秋
に
は
ス
タ
ー

ト
し
よ
う
と
す
る
中
、
人
口

減
少
を
食
い
と
め
る
た
め
の

雇
用
の
拡
大
に
は
、
工
業
用

地
・
住
宅
用
地
の
需
要
に
敏

感
に
対
応
で
き
る
体
制
が
大

切
で
あ
る
。
近
隣
町
村
に
お

く
れ
を
と
る
こ
と
は
な
い
か
。
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が
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に
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す
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は
、
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収
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に
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め
、

最
善
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と
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山口勝士  議員
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弁

総
務
課
長　

参
加

者
が
実
践
感
覚
で

防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
効
果
的
な
手
法
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
内
容
等
の

情
報
を
得
て
研
究
し
て
い
き

ま
す
。

議員提出議案

請願審査結果

○ × × × × × × × × × × × × × × − 不採択

○ × × × × × × × × × × × × × × − 不採択 

○ × × × × × × × × × × × × × × − 不採択  


